
エアーラインにおける脱炭素化の取組

日本航空株式会社 ESG推進部長
小川 宣子

2023年2月10日 (金)

【空のカーボンニュートラル・シンポジウム】

～JALグループがめざす
サステナブルな空の旅～
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JALグループ中期計画
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中期経営計画

CO2排出量実質ゼロに向けたロードマップ
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SAFの安定的な確保に向けて
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SAF活用への取組み
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SAF活用の取組み事例-JAL Challenge！！
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10万着で飛ばそう！JALバイオジェット燃料フライト

✓ 社会の皆様と協力して衣料品の綿からSAFの国内製造にChallenge！！

➢ 技術的な可能性を検証

➢ 実用化に向けた課題（原料調達、生産量、製造価格、国際認証等）を確認
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SAF活用の取組み
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✓ ANA社とSAFに関する共同レポート策定
(2021年10月）

✓ 「ACT FOR SKY」立ち上げ （2022年3月）

国内での取り組み海外での取り組み

✓ 米国Aemetis Inc.社およびGevo Inc.社からSAFを調達（ワ
ンワールド・アライアンスメンバーで共同調達）
（2021年11月/2022年3月）

✓ 再生可能燃料製造会社のネステおよび伊藤忠商事とSAFの調
達に関する契約を締結
（2022年11月）

✓ 再生可能燃料製造会社の米国レイヴェンおよび伊藤忠商事と
新たにSAFの調達に関する覚書
を締結
（2023年1月)

レイヴェンのSAF製造施設の完成予想図
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ICAO総会決議をうけて
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✓ 2050年Carbon Neutral（Net Zero）を正式
に宣言

✓ 世界のAviationが共通の目標に協力して邁進し
ていく体制が構築されたものと認識

✓ 脱炭素を先駆的にすすめる責務のある国家、航空
会社としてこれを主導してすすめていく責任を再確
認

LTAG
Long term global aspirational goal

長期目標

CORSIA
Carbon Offset & Reduction Scheme 

for Internatianl Aviation
国際民間航空のためのカーボン・オフセット

及び削減スキーム

✓ 国際協力でて脱炭素をすすめていくルール

✓ 世界と足並みを揃え、日本がリーダーシップをもって
取り組んでいくための必要な枠組みとの認識

✓ 短中期的には航空会社としての費用負担が増加す
ることも事実

官民協力しての対応が必要
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サステナブルチャーターフライト
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未来のフライトをシミュレーション

お客さまと未来を創る

サステナブルな未来は一定の費用がかかる…

But
お客さまと「環境価値」を創造していく
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サステナブルチャーターフライト
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チャーターフライトの模様をショートビデオでご紹介します
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サステナブルチャーターフライト 個別施策
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●省燃費機材A350での運航

●SAFの搭載

●カーボンオフセットプログラムの提供

●運航の工夫・運航時間の延伸など

本邦初！

CO2排出量実質ゼロフライト 限られた資源の有効利用

●整備士考案廃材で作られたTAG

●紙カップの完全リサイクル化

●機内提供アイテム(新規石油由来プ

ラ容器・包材)の紙化・バイオマス化

D&Iの推進

⚫アクセシビリティ関連社内資格を取得した客室乗務員を機

内に、またサービス介助者を空港にそれぞれ配置

⚫障がいのある社員の才能や能力を

活かした新たな活躍領域の拡大として

機内アナウンスやトーク内容の手話通訳

サステナブルな未来の機内食

●SDGs～未来の食材50からの一
皿～として水の消費やからだに配慮
されたメニュー

●環境負荷が低く、植物性原材料の
大豆ミートや栄養価にすぐれた「スピ
ルリナ」を練り込んだバンズを使った
ハンバーガー

First class

Class J＆
Economy

●沖縄の文化・自然・未来につながるツアーの提供

●記念品として、宮古島とコラボして製造したタンブラーをお渡し

●宿泊先ホテルでのサステナブルな取り組みを体感

地域活性化

首里城ぐるっとツアー やんばるの森ネイチャーガイドツアー
宮古島のサトウキビの
搾りかすから製造

First class Class J＆Economy



©Japan Airlines, ALL rights reserved.

サステナブルチャーターフライト 当日の様子
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JAL Group Spirit（映像）
https://www.jal.com/ja/jal-group-spirit/221227/

https://www.jal.com/ja/jal-group-spirit/221227/
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Thank you !
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